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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜研修＞
日　時：1月26日（火）13：15～13：45
場　所：病院２階　会議室
テーマ：心理社会的リハビリテーション、認知行動療法
日　時：1月29日（金）13：15～13：45
場　所：病院２階　会議室
テーマ：救急対応

＜全体連絡＞
・防災委員会より
2020年度火災避難訓練日中想定2回目は2021年2月19日（金）実施予定。

・新型コロナウィルス感染対策として
　‣防護具（ガウン、手袋、フェイスシールド、キャップ）と医療廃棄箱を2階浴室に準備している。
　‣看護師によるガウンテクニック講座を順次実施する。
全スタッフが実際に防護服などを使用して着方を学ぶ。
‣コロナ疑いのある方（発熱、咳、鼻汁、味覚、臭覚異常）
感染の疑いがある際には、玄関から入らずに風呂場近くの外の階段から2F風呂場に待機してもらうよう決定。
来所した利用者様が感染の疑いがある場合には体温測定したスタッフがそのまま対応する。
感染疑いがある方に帰ってもらう際には、どのような手段をとるのか検討中。
送迎するとしたら、PPE（防護具）装着するか…？
‣PCR検査は公費負担で行える。その場合には青南病院がかかりつけの方を対象とする。利用者様・患者様の家族は対象外。青陽館利用者様へ告知していく。
スタッフの家族までが抗原検査の対象となっている。
窓口は佐藤真一さん、佐藤志穂さん、赤坂里美さんとなっている。
‣外部の方（弁当屋、利用者様家族）が玄関に入る際は、玄関先までにするのか。お金のやり取りはトレイにする。
‣何らかの理由によりマスク着用出来ない場合
1、個室対応　2、帰宅してもらう
・利用者様への連絡

デイケア・ショートケアの利用率が下がっているため、利用日に来所しない方には必ず電話で状況確認を行っていく。

・新型コロナウイルス感染症感染者発生シミュレーションの机上訓練
問①、②について実施済み。問③以降は順次実施していく。
＜書類等の作成及び点検について＞
『疾患別診療計画書・LASMI・転倒評価の作成について』

・２人一組の担当制にする。互いの担当利用者様分の疾患別診療計画書の作成、電子カルテへの登録が済んでいるかを
⇒グループ：久保・山田、蕨野・犹守、戸賀沢・藤田確認し、お互いに協力して期日までに終了する。LASMI等の評価も同様に行っていく。
＊LASMI、転倒転落評価は年1回（2月評価）へ変更。ただし、新規利用者は8月に評価を行うこととする。
『記録・マニュアル等の点検について』
・日誌と電子カルテの出席、電子カルテの記録(日報、医師評価)の突合等
デイケア：久保・鳥谷部　ショートケア：蕨野・犹守　＊日誌の誤字脱字も　
デイナイトケア：藤田・戸賀沢

＊日報、医師評価が入力済みか、個人名の記載の有無
＊日誌と電子カルテの出席に漏れが無い様、毎日のチェックと毎月の確認を行っていく。
・通所の各種マニュアルの更新
＜ホームページへのデイケアプログラムアップについて＞

25日プログラム資料提出。
テーマの入力はプログラムを作成した人が行う。20日までに入力確認し、電算化委員会庄司さんか長津さんへ蕨野さん20日にメール送信する。

・テーマの入力場所
　通所リハ⇒2プログラム⇒2-④ プログラムカレンダー⇒プログラムカレンダー2021.1
＜利用者様情報＞

デイケア
・成田　早希様　～前回入院はH26年7月。同年10月退院後より、当院への通院、青明舎・デイケアの利用を継続している。2020年11月頃より、交際相手との関わりをきっかけに、妊娠への不安、過去に性的悪戯を受けた事がフラッシュバックし、自傷行為に至りそうだと発言あり。また、自宅で妹様と過ごすことや、母様との関係不良がストレスと感じ、デイケアではプログラムに参加せず、ぬいぐるみを抱えたままホール内をウロウロしたり、特定スタッフに付きまとう等、落ち着かない様子が見られている。妹様との生活を継続するのが難しいと訴え、入院を希望。気分の安定化と環境調整のため、本日任意入院となる。入院に伴い、利用中止となる。　
・佐々木　理佳様～久々の来所となっている。欠席の連絡もなく、こちらからの架電にも応答がない事が続いていた為近況を確認する。唐突に「五つ子を産みたい。」と発言があり、以前から妄想対象となっている芸能人の名前を挙げて、「子供を育ててくれている。いつ会えるのよ。」と叫んでしまったと話している。幻聴ではない為内服や注射薬で治るものではないと否定し「でも、聞こえないならその方が良い。」とも話している。就労については「看護助手をしたい。東京に行きたい。」と飛躍した発言があり、まとまりがなく、時折興奮気味になり、不安定な様子がある。今後は欠席する際は必ず連絡が欲しいことを伝えると、冬季間は降雪や路面状況により「週1回程度になるかも知れない。」と返答あり、その際は就労へ行くと話している。話し終えると「なんかスッキリしました。」と言い、以降は表情穏やかに他利用者様と交流を持って過ごしている。
・森木　聡美様　～先日の特定利用者様（寺沢　彩様）とのトラブル以来の来所となっている。体調の変化は無かったかと問うと、「特に大丈夫でした。家でも過呼吸にならなかったです。」と穏やかな口調で話している。自宅では、趣味のイラスト描きでストレスを発散し、落ち着いて過ごせたとのこと。寺沢様については「時間たてば許すかもと言ってたけど、どうだろう。今は距離話してゆっくりしたい。」と発言している。また、主治医面談で内服薬が1錠追加になったと話し掛けがある。「何の薬だろう？」と質問があり、薬事情報に効能として不安時、緊張時にと記載がある事を伝え、思い当たる事を確認すると「昨日、兄の電話の声がうるさくて過換気になりそうで。それは先生に言ってないけど。」と返答している。

デイナイトケア
・淡路　智恵子様～青風荘より情報提供あり。本日8時の血圧153/87mmHg、再検にて156/77mmHg、来所前160/80mmHg、再検にて155/86mmHgと高値であるが、体調については打撲した胸部の痛み以外はないとのこと。本日のデイナイトケアでは、11：10に血圧測定実施、127/62mmHg。昼食後横になって休んでいたが、マスクを外していたため、マスクをするように声を掛けるとマスクを取ろうとして腕を伸ばした際に痛がる様子が観察されている。
・木村　義重様　～青風荘より情報提供あり。本日8時の血圧162/100mmHg、再検にて156/95mmHg、来所前166/91mmHg、再検にて150/82mmHgと高値であるが、体調については不調はないとのこと。本日のデイナイトケアでは、11：10に血圧測定実施、124/68ｍｍHg。体調を確認すると具合が悪い所はないと話している。座学プログラムや余暇時間の傾眠が多く観察されている。
ショートケア

・特記無し。
